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特集ようこそ先輩！！
「変化への対応力 グローバル×ローカル」「変化への対応力 グローバル×ローカル」

南里　隆 氏
小城市長

　南里隆氏は高校卒業後、佐賀大学経済学部に進学されました。卒業後は佐賀県庁に入庁され、文化スポー
ツ部副部長、産業労働副部長、地域交流部長などを歴任。令和３年７月には佐賀県副知事に就任され、数々
の県の要職も兼務されました。
　令和６年12月に退任されると、令和７年４月からは小城市長に就任。現在も多忙な公務をこなされて
います。

【講師紹介】



特集
　皆さんおはようございます。小
城市長の南里隆です。高校31回の
卒業です。このような伝統ある場
でお話をさせていただくことを大
変光栄に思います。今日は、皆さ
んのこれからの進路選択の参考に
なればということで、私がやって
きた仕事のことを紹介しながら

「変化への対応力　グローバル×
ローカル」と題して話をします。
ポイントは、私たちを取り巻く環
境がものすごいスピードで常に変
化していること、そうした変化に
対して過去の延長線上の発想では
対応できないこと、新しいことに
挑戦し続けることが大切だ、とい
うことです。

（めぐりあわせ）
　私は、1960年、小城市牛津町の
生まれです。小城高校を1979年に
卒業しました。部活はサッカー部
で3年生のときは理系クラスでし
た。高校卒業後、佐賀大学を経て
佐賀県に入庁しました。その頃
は、公務員になるとか、佐賀県の
職員になるなんて全く思っていま
せんでした。大学は経済的な理由
もあったので家から通える佐賀大
学に行ったという感じです。佐賀
県に入ったのは、地元で就職しよ
うと考え、地域振興のような仕事

ができればと思ったからです。
　佐賀県では、いろいろな仕事を
しました。県の仕事はとても幅が
広くて10 回ぐらい転職したよう
な感じの全く違う仕事をしてきま
した。佐賀県の地域交流部長、副
知事を務め、今、小城市長という
立場にあります。政治の先輩から
は、あなたの「めぐりあわせ」だ
よと言われています。いろいろな
仕事をやってきたら、こうなった
という感じです。

（民間との仕事）
　私が佐賀県に入庁した翌年の
1985年はプラザ合意による急速な
円高で円高不況となった時期で
す。この時の大幅な金融緩和が結
果的に1980年代後半のバブル経済
を招き、1991年のバブル崩壊へと
至ります。1990年代は、製造業を
中心に企業の海外展開が加速し、
フルセット型産業構造と言われた
日本の産業構造が大きく変化して
いく時期でした。この頃、私は30
代で、民間企業と多く関わる仕事
をしました。企業誘致や地域産業
の振興、佐賀空港の路線誘致など
で、企業で言えば営業や渉外のよ
うな仕事をしました。外資系企業
の誘致、韓国ソウルの民間企業
での研修、外国航空会社の国際

チャーター便誘致など、海外の企
業と関わる仕事も多く経験しまし
た。この頃の経験が自分の考え方
のベースになっています。一つは
顧客起点です。自分たちの都合で
物事を考えるのではなく、お客様
立場から考えるという今では当た
り前のことです。もう一つはス
ピード感覚です。とにかく技術革
新や時代の変化のスピードが速く
て、ずっと民間企業とお付き合い
をしてきて、それを実感していま
す。それから、大きな視点で何が
問題なのか、どうするのがいいの
かを考えることですね。全く背景
の違う外国の方々といろいろ話を
するなかで、そうしたことが身に
つきました。そして、佐賀空港が
開港した1998年頃は航空自由化が
大きく進んでいく時期で、これ以
降、激しい空港間競争や地域間競
争を当事者として経験することに
なりました。

（経営者の仕事）
　私が40代になった2000年代は、
また世の中の状況が大きく変わっ
ていきます。国内では国の財政が
非常に厳しい時期になり、様々な
行財政改革が進められました。平
成の大合併もこの頃に進められま
した。2008年にはリーマン・ショッ
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南里　　隆  氏「変化への対応力 グローバル×ローカル」

クがあり、世界同時不況に陥りま
した。そして、この年は日本の総
人口のピークの年です。これ以
降、日本の人口はずっと減ってい
くことになります。人口が増えて
いく時代から減っていく時代に変
わり、それまでの考え方が通用し
ない全く新しいフェーズの時代に
入ってくるわけです。2011年には
東日本大震災が起こり、2016年に
熊本地震が起こりました。2020年
からは新型コロナウイルス感染症
の感染拡大が起こりました。そう
した大きな変化の中で、プロジェ
クト・リーダーや組織を動かす仕
事に主に従事しました。
　プロジェクト関係では、世界の
素粒子物理学の研究者によるＩＬ
Ｃ・国際リニアコライダー構想の
誘致、東京2020オリンピック・パ
ラリンピックに向けた外国チーム
のキャンプ誘致、外国航空会社と
の路線開設や増便交渉などのほ
か、伊万里港のコンテナ航路、韓
国・中国・オランダ・タイ・フィ
ンランドなどとの様々な事業にも
関わりました。
　災害対応では、東日本大震災の
被災地支援のほか、2016年の熊本
地震で最大震度７を観測し甚大な
被害を受けた熊本県西原村の被災
地支援で100日以上にわたって現

地と佐賀を行ったり来たりしなが
ら対応しました。また、県内での
災害対応のほか、鳥インフルエン
ザや豚熱への対応にも従事してき
ました。刻一刻と変化する状況の
中で、先を見据え、全体と時間軸
を見ながら、瞬時の判断を繰り返
すという仕事です。
　このような仕事に長く従事する
なかで、経営者として、物事を多
角的に見る、多面的に考える、と
いう習慣がついています。

（世界に誇れる地域）
　私は、佐賀県は、世界に通用す
るコンテンツをたくさん持ってい
ると思っています。そうしたコン
テンツを持っているからこそ、文
化、スポーツ、輸出、インバウン

ドなどいろんなことで、海外の
様々な地域と関わっています。今
日お話ししたのは、佐賀県で私が
やってきた仕事の中の極々一部で
す。それだけグローバルなつなが
りがある地域だということです。
私自身は、いわゆる公務員らしい
仕事はあまりやってこなくて、答
えのない仕事とか、新しい仕事ば
かりやってきたものですから、こ
ういう経歴になっていますが、む
しろ、佐賀県という自治体にいた
からこそ、これぐらい幅広くいろ
んなことに関わってきたのかもし
れません。
　私は、47都道府県のいろいろな
地域に行きました。プライベート
も含めて、とにかく地域を見ると
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1996年9月 韓国民間企業研修（ソウル） １か月間滞在

産産業業振振興興

4

1998年7月28日 佐賀空港開港 （以来、佐賀空港に長く関わる）

航空自由化、空港間競争

佐佐賀賀空空港港開開港港
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特集 南里　　隆  氏「変化への対応力 グローバル×ローカル」

いうことをやっています。どの地
域にも本当に素晴らしいものがた
くさんあります。一方で、これは
佐賀県にはないよね、というもの
もありませんでした。これは佐賀
県のあそこに似ているとか、これ
だったら佐賀県の方がいいよねと
か、そういう感覚です。佐賀県に
は、ほとんど何でもあります。ま
た、世界とやり取りしていると、
佐賀県はものすごいコンテンツを
いっぱい持っている訳です。
　そして、世界の人はそれを評価
してくれます。私たちの暮らし
は、いろいろな世界と繋がってい
ます。だからこそ、皆さんには、
自分たちの地域や文化のことをよ
く知っていただいて、それを誇り
に思っていただきたい。そして、
それを自分の言葉で伝えられるよ
うになってほしいと思います。

（挑戦なくして伝統なし）
　不易と流行という言葉がありま
す。これは松尾芭蕉が俳句の真髄
ということで言われたもので、不
易とは、いつまでも変わらないも
の、普遍的な価値や本質という概
念だと思ってください。流行とい
うのは、時代とともに変化するも
の、新しいもの、という概念です。
これは、いろいろ解釈があるので
すが、私は、常に新しいものを取
り入れて変化していくこと自体が
普遍的なものだ、と解釈していま
す。私たちを取り巻く環境は、も
のすごいスピードでどんどん変
わっていきます。だからこそ、私
たちは、そうした変化に対応して
いかなければなりません。そのた
めには、古いものを大切にしなが
らも、常に新しいことにチャレン
ジしていくことが大切だと思い

ます。挑戦なくし
て伝統なし。伊万
里・有田焼は400
年以上伝統があり
ますが、作風は時
代とともにどんど
ん 変 わ っ て い ま
す。新しいことに
常にチャレンジさ
れていて、それを
やってきたからこ

そ、伝統が続いている訳です。こ
れは企業のロングセラー商品など
も一緒です。
　ぜひ、皆さんには、新しいこと
にどんどん挑戦してほしいと思い
ます。もちろん失敗もします。な
んでも上手くいくことはありませ
ん。でも、失敗も財産、経験で
す。失敗を恐れて何もしなければ
何も生まれません。チャレンジす
ることで失敗しても、それは次の
ステップへの財産になります。だ
からこそ新しいものへの挑戦を続
けていくことが大切だということ
です。皆さんの可能性は無限大に
あります。ぜひ、いろんなことに
挑戦をしてほしい。私たちはこれ
からも皆さんの様々な挑戦を応援
したいと思います。今日は、ご清
聴ありがとうございました。

 Prof ile
南里　　隆（66歳）

小城高等学校　昭和53年度卒業
（高校31回卒）

1984年 3 月　�佐賀大学経済学部 
卒業

1984年 4 月　佐賀県 入庁
2017年10月　�佐賀県地域交流部

長
2021年 7 月　�佐賀県副知事に就

任
2025年 4 月　小城市長に就任
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可可能能性性はは無無限限大大

皆皆ささんんのの様様々々なな挑挑戦戦をを応応援援ししまますす

8

春春秋秋航航空空 佐佐賀賀⇔⇔西西安安 開開設設

2019年10月28日～2020年1月31日（新型コロナ発生により運休）
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母校だより

　黄城会の皆様におかれましては、日
頃より佐賀県立小城高等学校の教育活
動に対し、温かい御理解と力強い御支
援を賜り、心より御礼申し上げます。
私は、令和８年４月1日付けの人事異
動により本校に着任しました校長の山
下康孝（やましたやすたか）と申しま
す。どうぞよろしくお願いします。校
長として着任以来、本校を大切に思い、
支えてくださる同窓の皆様の存在の大
きさを日々実感しております。
　本校は、幾多の先輩方が学び、巣立っ
ていかれた歴史と伝統を受け継ぎなが
ら、時代の変化に応じた新たな教育に
も挑戦してまいりました。黄城会の皆
様がそれぞれの分野で培ってこられた
経験や実績は、本校にとってかけがえ
のない財産であり、在校生にとっては
将来を考える上での大きな目標となっ

ております。
　例えば、本校では「オンリーワン活動」
を行っています。これは、一人一人の
生徒が、「これについては自信がある」

「この点は自分を誇りに思う」など、か
けがえのない自分を発見し、社会に貢
献できる人材を育成することを目指し
たプログラムです。平成８年度より始
まったこの活動も本年度で30年を迎え
ます。こうした長期間にわたり活動が
継続できていますのも、ひとえに地元
小城や黄城会の皆様の御理解・御協力
の賜物であると確信しております。
　また、昨年度は、多様性を尊重し、
一人一人が自分らしく輝ける社会の実
現を目指す取り組みの一環として、本
校の生徒たちが障害者就労支援B型事
業所PICFA（ピクファ）に所属するアー
ティストの方々と協働し、「共に生きる
社会への願い」を込めた壁画を制作し
ました。壁画制作には小城市の南里市
長様や大野教育長様にも御参加いただ
き、11月16日に行いました完成披露会

には佐賀県引馬副知事様や甲斐教育長
様にも御出席いただきました。壁画は
本校教室棟生徒昇降口にございます。
御来校の際にはぜひ御覧いただけます
と幸いです。
　その他、生徒の活躍の詳細につきま
しては後の紙面を御覧ください。学業
面でも部活動の面でも、例年と変わら
ず多くの生徒が輝かしい成果を上げて
くれています。今年度は、「失敗を恐れ
ず挑戦すること」「多様性を尊重するこ
と」を重点目標に掲げ、教育活動を推
進しております。今後も本校は、長い
歴史の中で培われてきた伝統を大切に
守りつつ、未来を担う生徒一人一人が
自らの可能性を信じ、社会に貢献でき
る人材へと成長できるよう、教職員一
同、誠心誠意教育活動に取り組んでま
いります。引き続き、黄城会の皆様の
変わらぬ御理解と御支援を賜りますよ
う、お願い申し上げます。

　　　　　　　校長
山下　康孝

ごあいさつ

　全国の黄城会会員の皆様には、益々
ご活躍の事とお慶び申し上げます。
　令和8年度黄城会総会は例年通り5
月3日に母校体育館において高校53回
卒の皆さんが永田実行委員長を中心に
同級生の力を合わせ無事その大役を務
められました。そのご苦労に対し心よ
り敬意を表します。今回初の試みとし
て全国にライブ配信で総会の様子をお
届けしました。
　当日はあいにくの空模様で会場内に
空席が目立ったのは大変残念でした。
今年は高校28回の皆さんの卒業50周年
をお祝いしました。皆さんの卒業式で
流れた「時代」の合唱に続き28回生の

元応援団のリーダーの先導により、小
城高校応援歌の合唱を数十年ぶりに聞
けて目頭が熱くなったのは私だけでは
なかったと思います。懐かしいものを
聞かせていただき感動しました。令和
7年度は数年ぶりに県庁支部総会が開
催されました。本部総会、各支部総会
共に、若い世代の参加者が少ないとい
う問題があります。今回のライブ配信
も、少しでも黄城会、母校小城高校に
対しての関心を持っていただきたいと
いう想いで配信させていただきました。
この問題を解決する事が、黄城会がこ
れからも永きにわたり存続する為の条
件の一つだと考えられます。今年は195
名の卒業生を新会員として迎えました。
生徒の減少は会費収入の減少に直接結
びつき、会の活動自体にも影響が及ん

でいます。
　現在約１万部を超える会報を発送し
ておりますが、その費用は支出の大き
な部分を占めております。
　今年度の理事評議委員会での決議を
経て、令和9年度より会報の発送を会
費納入者だけとする事となりました。
宜しくご理解のほどお願いいたします。
このように黄城会の財政も大変厳しい
ものとなっております。多くの会員の
皆様のご支援を心よりお願いいたしま
す。
　結びになりますが、会員の皆様のご
健勝ご多幸心より祈念いたしまして会
報発行の挨拶といたします。

　　　　　　　黄城会会長
古賀　正人
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関東黄城会総会の報告令和７年８月31日開催
　猛暑・酷暑の続く８月31日の日曜日に
恒例の竹橋・KKRホテル東京で開催しま
した。高齢者も多く６月からの開催呼び
かけも反応が今一で心配していましたが、
なんとか108名の参加で開催できました。
黄城会古賀会長・高尾小城高校校長はじ
め故郷から８人の来賓をむかえて、12時
ジャストから順調に総会が始まりました。
　今年の目玉は先輩３人の対談でした。
3回6回9回の世の荒波を越えられた三
者の語りは見事でした。司会の30回於保
啓子副幹事長の軽快なリードで3回卒・
本村秋雄さん93歳(教育者校長歴任)・90
歳6回卒・三水会の瀬井房子さん(助産
院経営)・古賀義規さん9回卒87歳(寿司
店等の経営者)の話に皆静かに聞き入り
感動の連続でした。教育者・助産婦・経
営者の三者の高校時代から今日の苦労話
が明るいタッチで交わされ、流石に黄城
人は“艱難汝を玉にす”の諺を実現され
ていました。特に瀬井さんの「子供は夢
を掴む為に産まれてくる、右手のひらに
生き様の原点を左の手のひらにご先祖さ
んが書かれている。神が一瞬にしてその
ことを知らせて文字は消える」と。「人は
その文字を求めて生きてゆく」の言葉に
は神秘さと不思議な夢の感覚で温かい空
気が満ちてました。
　6回卒横尾安治さんの元気な迫力ある
乾杯の音頭で食事会がスタート。6回卒
故・吉村久夫先輩の遺作「天山の子」等
35冊が遺族より寄贈され大人気の抽選会
で歓声が上がりました。天山の子は自伝
に近く小城の同級生たちの物語で涙や笑
いがあふれる作品です。久しぶりの故郷
名品販売も大人気で小城羊羹や丸ボーロ
が直ぐに売り切れでした。
　歌手の織田祐輔(江頭孝康39回芦刈)
君と村木佑子さん(14回牛津)の歌の披
露の後で村木佑子さんリードで故郷の合
唱で最高の盛り上がりでした。6回卒成
田和昭さんの万歳三唱。井手副支部長の
閉会の辞で３時間が閉会しました。
　53回の皆さんの来年の総会チケット販
売が最後になりその点が反省でした。
　秋の散歩会を10月25日柴又帝釈天を雨
の中歩きました。８年ぶりの雨散歩でし
た。52名が傘さして寅さんの下町散策。
帝釈天の大木の下で記念撮影。山本亭か
ら寅さんミュージアム見学、後藤久美子
の写真に皆集中していました。矢切の渡
しは雨で休み。柴又商店街の「とらや」
でウナギご飯を楽しみビールで乾杯。23
回の加山康子さん達が頑張り黒字でお開
き。次17回傘寿祝い四谷 散歩です。
　春の黄城会 散歩会は3月28日（土）17
回企画傘寿祝いを池田・田中・渡邊幹事で
外濠公園桜コースを55名で市ヶ谷⇒ニュー
オオタニ日本庭園で開花盛りの観桜記念撮
影⇒迎賓館⇒13時昼食会・純広東家庭料
理のKAHINで汗後の喉を潤しました。

（関東支部長� 高校19回　村上　　徹）

　黄城会中京支部活動に日頃より多大な
ご協力を賜り誠にありがとうございます。
　令和７年、我々中京支部はこの１年間
も様々な事に取り組んで参りました。
　毎年の恒例行事としたい花見会は雨天
のため残念ながら中止となりましたが、
サガン鳥栖の岐阜県での試合への応援企
画、中京佐賀県人会の総会やゴルフイベ
ントへの参加。県人会繋がりの九州県人
会合同交流会、鹿島市浜町出身の方を中
心としたムツゴロウ会への参加など黄城
会や小城にこだわらず佐賀出身の方たち
のコミュニティへ積極的に参加をしてき
ました。これにより相互における協力関
係が出来ており中京支部のイベントや総
会へのご参加も頂戴しております。少な
い人数での運営の中京支部にとっては本
当にありがたいことです。
　中京支部総会に関しては２１名のご出席
者数と若干少なめの人数でしたが実行
委員会の江口さんのずっこけマジック
ショー、藤井さんのサックス演奏やみな
さんでの歌などこれまでで一番と言って
よいほど最高に盛り上がりました。ご遠
方よりご参加いただきありがとうござい
ました。
　もちろん関西・関東の支部総会にも１
名ではありますが参加させて頂きました。
各支部総会も支部の方々のご尽力もあり
それぞれ個性のある楽しい総会だったと
報告を受けております。
　中京支部では役員会をオンラインで毎
月１回定期的に開催し、都度様々な課題
とその解決に議論を重ねています。毎
年の支部総会を最終目標に年間を通じた
色々な行事でお越し頂ける皆様により楽
しんで頂けるように取り組んでおります。
　毎回で恐縮ですが、会報をお読みいた
だいている皆様にお願いでございます。
愛知県・岐阜県・三重県など中部地区に
お住まいの小城高校卒の方や佐賀県繋が
りの集まりに参加しても良いと思って頂
ける方をご存じのようでしたら中京支部
または本部までご一報頂けますと幸いで
す。
　今後も意義ある、楽しい支部運営を邁
進して参りますので皆様方のご助言及び
お力添えを何卒宜しくお願い申し上げま
す。

（中京支部事務局長
� 　高校４０回　堤　　　淳）

　令和7年度関西支部総会は、2025年9

月21日に道頓堀ホテルで開催されました。
参加者は総勢56名と前年度を上回る活況
を呈し、特に24回卒の古賀会長による支
部広報での熱心な呼び掛けに応じ、多く
の同期生が参集して会場を盛り上げまし
た。
　第一部では活動報告に続き、卒業50周
年を迎えた27回期の3名へ記念品が贈ら
れました。第二部の懇親会では多彩なプ
ログラムが披露され、なかでも17回卒・
大坪了さんによる「居合演武」は圧巻で
した。研ぎ澄まされた剣の動きに出席者
全員が息を呑んで見入り、会場は静寂と
深い感動に包まれました。
　事後アンケートでは懇親会の満足度が
100%に達するなど、極めて高い評価を得
ています。今後はホテル料金上昇への対策
としてハガキからHP案内への移行による
経費削減や、若年層向けのYouTubeLive
配信活用など、伝統を守りつつITを取り
入れた運営効率化を推進してまいります。

（関西支部事務局長
� 高校27回　岡本　正史）

福岡支部
　日頃より黄城会福岡支部の活動にご理
解とご協力を賜り、誠にありがとうござ
います。
　好天に恵まれた中、多くの皆様にご参
加いただき、心より御礼申し上げます。
　令和７年度福岡支部総会は、支部役員
の皆様や諸先輩方のご助言をいただきな
がら、５２期福岡支部実行委員会一同が一
丸となって準備を進め、おかげさまで盛
会のうちに開催することができました。
　福岡在住の５２期だけでなく佐賀からの
５２期の応援を借りながらの運営となりま
した。この活動を通じて、同窓の仲間の
絆や温かさ、大切さを実感いたしました。
また、先輩方の総会での笑顔を見ること
ができ、黄城会のつながりの大事さを実
感することができました。
　今後は、次回総会に向けて、先輩とし
てできる限りの助言・サポートを行いな
がら、黄城会福岡支部のさらなる発展に
努めてまいりたいと存じます。
　今後とも変わらぬご支援・ご協力のほ

関東支部

中京支部

関西支部

支部活動報告 令和7年度
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ど、よろしくお願い申し上げます。
（福岡支部� 高校52回　三島　健次）

長崎支部
　2025年度支部総会は10月19日に長崎市
の「セントヒル長崎」で開催。2015年度
に再発足して以来コロナ禍の３年間中止
を挟んで８回目開催でしたが、出席者は
過去最少の16名（長崎県在住者は10名）
でした。それでも小城の方から古賀正人
同窓会々長、平安寺徹事務局長、高尾和
範小城高校々長、遠く福津市からは例年
通り元福岡支部長岡本壽夫さんに出席頂
き、また総会実行委員の阿部慶子さん、
中山佐知子さんには明るいキャラクター
で会を盛り上げてくださり、少人数なが
ら和気藹々とした楽しい会となりました。
　中村嘉孝長崎支部長の歓迎の挨拶に始
まり、同窓会長、学校長の挨拶と続き、
そのあと例年「ふるさと通信」というミ
ニ講演をして下さる元小城高校々長で現
在は多久市郷土資料館々長の藤井伸幸さ
んが、今回は都合で出席できないという
ことで、事前に藤井さんから事務局長の
大石が預かった「博古図」という多久市
の東原庠舎に保存されていた中国の古代
青銅器宝物帳に関する資料を皆さんに披
露しました。毎年多久市の聖廟で行われ
る「釈菜」で使用される三足の青銅器な
どの貴重な資料で、大変興味深いもので
した。
　懇親会は平安寺さんの乾杯の音頭で始
まり、実行委員の挨拶、各人の自己紹介
や近況報告のあとは余興に入り、大村か
らの永尾薫さんがハーモニカで「アメー
ジンググレース」二胡で「浜千鳥」「夕焼
小焼」「家路」など３曲を演奏し、また大
石が恒例の頭の体操と連想式福引きゲー
ムを行って会は盛り上がりました。
　最後の方で一同の記念写真撮影を行い、
また小城高校々歌を全員で歌い、そして
諫早からの古賀敏夫さんの閉会の挨拶で
会はめでたく終了しました。
　過去２年間長崎市からの新しい出席者
を期待して、支部総会の会場を長崎市に
しましたがその成果がほとんど見られな
かったので、佐世保方面からの出席者の
ことも考慮にいれて、次年度は再び会場
を諫早市に戻す予定です。

（長崎支部事務局長
� 　高校10回　大石　　太）

　「世代を超えた　豊かな結びつき」をス
ローガンに116名の参加者で盛大に佐賀支
部総会を開催することができました。協
賛広台や寄付金等でご支援をくださいま
した方々に厚く感謝申し上げます。一年
ぶりにお会いする先輩の方々と後輩の皆

様が終始笑顔で楽しくされていたことが
印象に残った総会でした。
　今回、高尾校長先生の挨拶時に現役の
生徒を十数名引率されていて生徒さんの
生の声を聞くことができました。古賀黄
城会会長からの報告では、やり繰りに御
苦労があり感謝感謝です。懇親会では佐
賀ユーモア俱楽部の皆さまの「ひとくち
にわか」で笑いを集めました。恒例のじゃ
んけんゲームやお楽しみ抽選会と和やか
なうちに進行し、みんなで一緒に校歌斉
唱をして友情と絆をしっかり感じること
ができました。53期生の実行委員のメン
バーが快く協力を頂き事務局として大変
助かりました。
　今年度は11月８日（日）にグランデは
がくれにて開催いたします。お住まいの
地域に関係なくどなた様も参加できます。
よろしくお願いいたします。

（佐賀支部事務局長
� 高校30回　川内野寿氏）

　昨年度の総会案内を往復はがき１５０通か
ら封筒での案内に切り替え高校４９回期ま
での１９７名分を準備しました。これまでの
３割回答を超えることを願い投函しまし
たがわずか２６通の回答でした。どのよう
な方法が支部会員に再会の想いが届くの
か悩み、他支部のようにＳＮＳなどを活
用した呼びかけが必要であると感じたと
ころです。
　支部総会では、古賀会長、平安寺事務
局長、高尾校長からの学校や生徒の近況、
新旧本部総会実行委員会からの挨拶、懇
親会では、参加者２４名全員の自己紹介、
白いちごなどの唐津特産品を参加者持ち
寄りで抽選会、終わりには恒例の校歌斉
唱を行いました。
　欠席回答では「体調が優れず」「ぜひ次
回は」などのコメントがあり少数ながら
でも総会開催に向け準備を進めていると
ころです。
　今年度は令和９年２月７日に唐津市内
にて開催しますので、一人でも多くの会
員が参加されるよう支部役員でお待ちし
ております。

（唐津支部　事務局長
� 高校43回　濱村　宜弘）

　第３８回黄城会多久支部総会を令和８年
３月１日（日）に開催しました。予定で
は２月８日（日）開催としていたのですが、
急遽決定した衆議院選挙の投票日と重な
り他の例に漏れず延期となりましたが、
当日は３５名ほどの会員にご参加をいただ
き、天候にも恵まれ盛況に開催できたこ
とをありがたく思います。
　総会内では、冒頭に藤田和彦支部長よ
り退任の意向を受け、古賀通雄副支部長
の支部長選出を行いました。藤田和彦支
部長には、これまで務めていただき大変
感謝申し上げます。続いて、黄城会本部
古賀正人会長、小城高等学校高尾和範校
長より来賓を代表してご挨拶をいただき、
事業報告及び５３回生による２０２６年黄城会
総会の案内などを行っています。
　総会後には懇親会を開催し、前年に引
き続き多久ミュージカルカンパニーの公
演、会員有志による舞踊、歌謡の披露で
大いに盛り上がり、会員相互の懇親につ
いて大変有意義なひと時となりました。
　ご出席いただいた来賓の皆様、会員の
皆様、また開催にご尽力いただいた５２回
生、５３回生に感謝申し上げ、黄城会多久
支部からの報告とします。
　黄城会多久支部は支部長が新しく古賀
通雄支部長となり新体制となります。よ
ろしくお願いします。

（多久支部事務局長
� 　高校46回　川渕　　理）

　令和７年１０月２９日、グランデはがくれ
において、総勢３８名の参加により黄城会
県庁支部総会を開催しました。
　県庁支部では、令和元年以降、新型コ
ロナウイルス感染症の影響等により活動
を縮小していましたが、令和元年以来、
数年ぶりに総会を開催することができま
した。
　当日は、来賓として古賀黄城会会長、
安永副会長をはじめ、母校小城高校から
高尾校長先生、佐賀支部から徳久支部長、
また県議会から藤木議員（高校３８回）、藤
崎議員（高校４１回）をお迎えし、久しぶ
りの開催にふさわしく、大盛会となりま
した。
　県庁支部の会員は、行政の様々な分野
に分散しており、なかなか業務の中での
交流の機会はありませんが、本総会は旧
交を温めるとともに、幅広い情報交換が
できる貴重な機会となりました。参加者
からも「総会は大切な交流の場」との声
が多く寄せられ、改めて開催できた意義
を強く感じています。
　一方で、活動をしばらく縮小していた
影響もあってか、若年層の参加が少ない
状況だったのが反省点です。今後は、よ
り幅広い年代の会員が参加しやすい交流
の機会の創出を検討し、県庁支部の活動
のさらなる活性化に取り組んでいきたい
と考えています。

（県庁支部
　　　　支部長　高校39回　井手　宣拓
　　　　幹事長　高校39回　髙塚　光明
　　　　　　　　　　　　　轟木　　直）

佐賀支部

唐津支部

多久支部

県庁支部
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28回生の絆は私たちの財産です

　卒業25年を経て総会実行委員とし
て同級生と再会し、50年を経てその
歩みを祝ってもらう。今回、50周年
を迎え改めて先人の発案の重みを実
感しました。脈々と受け継がれてい
る他に類を見ない黄城会の伝統で
す。68・69歳になった今、母校の体

育館ステージで何ができるか。1年
前から同窓会・総会の実行委員会を
重ね、当日を迎えました。選んだパ
フォーマンスは、卒業式に中島みゆ
きの「時代」で見送られた私たちが、
半世紀を過ぎ、「時代」を持ってこ
こに帰ってくること、そして小城高
校、黄城会、先輩・後輩にエールを
贈ることでした。当日は50年の歩み
をスクリーンで放映しながらの「時
代」合唱と応援団OBの演舞に合わ
せた「応援歌」「校歌」斉唱を、小城
高校吹奏楽部・合唱部、そして会場

の皆様が応援してくださいました。
黄城会の温かさに私たちが感動と
エールをいただきました。73名に加
え参加できなかった同級生そして永
眠しました26名の同級生も含め、こ
の時を過ごせたことに心より感謝申
しあげます。

　1976年3月に小城高校を卒業した
私たち28回生は、これまでの50年を
誇りに思い、再び自分の道を歩んで
いきます。そしてこの繋がりは、こ
れからも続いていきます。

  28回生 卒業50周年を迎えて

高校28回
井手美保子

ゆめプラット小城で昼食懇親会をしました

卒業して50年が経ったけれど、みんなの顔を見て一瞬にし
て共有できたことにとても幸せを感じた。

応援団の演舞をすることができた。今日は50年前の自分を
出し切ろうと思ってやった。すっきりした。

佐賀の人たちのこの集まりが温かくて、世界遺産かもしれ
ない。このパワーが誇らしい。

「時代」を歌って、昔を思い出して涙を流している人もた
くさんいた。本当にいい会だった。

私たちが吹奏楽部の初代。50年後の成長した後輩たちの演
奏に感動した。

〈同級生の声〉
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 『令和９年度 黄城会総会に向けて』
２０27年度黄城会総会実行委員会

実行委員長　諸石　和也（高校54回）

２０26年度黄城会総会担当より

 黄城会総会を終えて

　新緑の清々しい風が吹き抜ける季
節に、伝統ある黄城会総会を無事に
開催できましたことを、まずは心よ
り御礼申し上げます。残念ながら雨
となりましたが、ご多忙のなか、全
国各地からお越し頂いた会員の皆様
に実行委員会を代表して感謝申し上
げます。 
　令和8年度の総会は「大楠の下で、
再会―これまでも　これからも―」
をスローガンに掲げ、準備を進めて
まいりました。昨年は副実行委員と
して何もわからず参加した総会でし

たが、世代を超えた同窓生の皆様が
笑顔で旧交を温め、現役生徒の活躍
に目を細める姿を再び拝見すること
ができ、改めて黄城会という歴史の
重みを肌で実感いたしました。
　手探りの状態からスタートした実
行委員会でしたが、先輩方からの心
強いアドバイスと、何より53期の仲
間たちの惜しみない協力があったか
らこそ、この総会を成功させること
ができました。53期が一丸となって
成し遂げたこの経験は、私たちに
とっても生涯の財産となりました。

　令和8年度の総会は閉幕いたしま
したが、毎年の総会での再会と絆が、
会員の皆様の明日への活力となり、
母校のさらなる発展へとつながるこ
とを切に願っております。
　最後になりますが、総会の準備に
あたり、温かいご支援をいただきま
した古賀会長をはじめ黄城会役員、
事務局の皆様、山下校長先生や学校
関係者の皆様に深く御礼申し上げま
す。ありがとうございました。

　このたび、令和９年度黄城会総会
の実行委員長を務めさせていただく
ことになりました、諸石和也でござ
います。
　120年以上の長きにわたり受け継
がれてきた黄城会の歴史と、これま
で会を支えてこられた諸先輩方のご
尽力を思いますと、その大役に身の
引き締まる思いでおります。
　私は現在、多久市にて一人親方と
して建築業に携わり、地域の皆様に
支えられながら日々仕事に励んでお
ります。また、地域のつながりや行
事を大切にしており、地元多久で開
催される多久山笠には、毎年楽しみ
に参加させていただいております。
こうした地域との関わりの中で培っ
てきた経験やご縁を、今回の総会運

営にも活かしていきたいと考えてお
ります。
　私たち54回期は、卒業してからこ
れまでに同窓会を一度も開催したこ
とがなく、今回、黄城会の当番回期
を迎えたことをきっかけに、実に25
年ぶりに互いに連絡を取り合い、再
び顔を合わせることとなりました。
　久しぶりに再会した仲間たちとの
交流を通じて、年月を重ねても変わ
ることのないご縁のありがたさや、
人と人とを結ぶつながりの大切さ
を、改めて実感しております。
　また、先日開催された令和8年度
黄城会総会に参加し、先輩方と後輩
の皆様が世代を超えて自然につなが
り、交流されている姿に触れ、黄城
会の持つ温かさと、その広がりの大

きさに深い感銘を受けました。これ
から多くの先輩方、後輩の皆様と新
たに繋がるご縁を、心から楽しみに
しております。
　実行委員会長としては不慣れな点
も多く、行き届かないこともあるか
と存じますが、仲間と力を合わせ、
また諸先輩方のご指導ご鞭撻をいた
だきながら、この大役を一つひとつ
全うしてまいりたいと考えておりま
す。
　微力ではございますが来年の総会
が皆様の心に残るひとときとなり、
次の世代へと繋がる総会となるよ
う、誠心誠意努めてまいります。何
卒よろしくお願い申し上げます。

２０26年度黄城会総会実行委員会
実行委員長　永田　　康（高校53回）

お詫び
　５月３日黄城会総会当日に配布しました参加者名簿におきまして、掲載漏れがございました。ここにお詫びを申し上げますとともに、
ご芳名を掲載させて頂きます。
　新高　29期　天本　真子　様　　　井手　真喜子　様　　　江打　邦彦　様
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　小城高校で過ごした三年間は、校
訓である「創意・挑戦・誠実」を自
らの行動指針とし、人間として大き
く成長できた貴重な時間でした。特
に三年間全うした剣道部での活動
は、私の精神的な土台となりました。
厳しい稽古の中で、実力を発揮でき
ず挫折を味わうこともありました
が、「今、楽をすることは将来の自
分につながるのか」と自問自答し、
逃げずに立ち向かう精神力を養うこ
とができました。
　受験勉強においても、この部活動
で培った忍耐力が支えとなりまし
た。目標に向けて計画を立て、粘り
強く努力を継続する大切さを学んだ
のは、小城高校の先生方の熱心なご
指導と、切磋琢磨し合える仲間の存

在があったからです。また、毎朝早
くから支えてくれた家族の存在、温
かいお弁当や励ましの言葉が、どれ
ほど大きな原動力になったか計り知
れません。
　私は、現代社会が抱える貧困や環
境問題といった課題を経済の視点か
ら解決したいと考え、関西学院大学
経済学部への進学を決めました。大
学のモットーである「Mastery for 
Service（奉仕のための練達）」は、
小城高校で学んだ「周囲を見て自分
ができる最善を尽くす」という人間
力と深く響き合うものです。ボラン
ティア活動や国スポでの運営補助を
通して実感した、社会に貢献する喜
びを、これからは学問を通じてさら
に深めていきたいと考えています。

　高校入学当初の自分が見たら、今
の私の決意に驚くかもしれません。
しかし、小城高校での多くの出会い
と経験が、私を「世界市民」として
の第一歩へと導いてくれました。こ
の素晴らしい環境に恵まれたことに
深く感謝し、新たな舞台でも挑戦し
続けていきたいと思います。小城
高校の皆さ
ん、三年間
本当にあり
がとうござ
いました。

　小城高校で過ごした三年間、私は
学力の向上と共に、校訓である「創
意・挑戦・誠実」を胸に刻み、「心
の偏差値」を高めるべく精進してま
いりました。
　振り返れば、受験勉強の日々は身
体的にも精神的にも厳しく、時に葛
藤を抱えることもありました。しか
し、先生方の温かいご指導や、切磋
琢磨し合う仲間の姿に何度も勇気づ
けられ、前を向くことができまし
た。また、毎日欠かさずお弁当を作
り、心身を支えてくれた家族の存在
があったからこそ、安心して学業に
打ち込むことができたと深く感謝し
ております。
　部活動においては、二年生からの
途中入部という形ではありました

が、目標に向かって邁進する仲間や、
情熱溢れる先生方との出会いが私を
変えてくれました。何事にも積極的
に挑戦する大切さを学び、三年生に
なってからは後輩を導く経験を通じ
て、伝えることの難しさと喜びを知
りました。この経験が、教育学部へ
進学し「教師になる」という私の将
来の夢を決定づけてくれました。
　かつてはどこか冷めていた自分
が、今こうして確かな目標を持ち、
前向きに歩んでいる姿は、当時の自
分では想像もできなかったことで
しょう。これほどまでに成長できた
のは、小城高校という素晴らしい環
境と、そこでのかけがえのない出会
いがあったからです。さらには「黄
城教育会館奨学生」として、古賀会

長をはじめ多大なるご支援をいただ
きながら大きく成長することができ
ました。
　黄城会の先輩方が築き上げてこら
れた伝統に恥じぬよう、小城高校の
卒業生としての誇りと感謝を忘れ
ず、大学という新たな舞台でも挑戦
を続けてまいります。三年間、本当
にありがと
うございま
した。

からの 一言後 輩

剣道で培った「不屈の心」を糧に、世界へ貢献する知性を求めて
手島　遼太（関西学院大学　経済学部）

「挑戦」の三年間に導かれて ―進学、そして夢への決意―
江打　彩乃（佐賀大学教育学部　中学校教育主免専攻）
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【国立大学】北見工業大学１／名古屋大
学１／京都大学（１）／島根大学２／
山口大学２（１）／愛媛大学１／九州大
学１／九州工業大学１／福岡教育大学
２／佐賀大学１７（１）／長崎大学３／熊
本大学２／大分大学１
【公立大学】新見公立大学１／山陽小野
田市立山口東京理科大学１／周南公立
大学１／下関市立大学２／北九州市立
大学１／長崎県立大学１１／名桜大学１
【私立大学】国際医療福祉大学７／駒澤
大学２／芝浦工業大学１／法政大学２
／明治大学２／神奈川大学２／京都産
業大学６／同志社大学１／関西大学２
／近畿大学３／関西学院大学１／広島
工業大学１／九州共立大学１／九州産
業大学１３／九州女子大学３／久留米大
学５３／久留米工業大学７／西南学院大
学９／西南女学院大学１／第一薬科大
学２／筑紫女学園大学３／中村学園大
学７／福岡大学３３／福岡工業大学４／
福岡女学院大学１／日赤九州看護大学
２／聖マリア学院大学１／福岡国際医
療福祉大学６／西九州大学３０／武雄ア
ジア大学１／長崎純心大学２／長崎国
際大学１／長崎外国語大学３／熊本学
園大学５／崇城大学２／別府大学１／
その他　東北・北海道地区大学２／そ
の他　関東・甲信越地区大学２／その
他　東海・北陸地区大学９／その他　
関西地区大学３／その他　中国・四国
地区大学３／その他　九州地区大学１３
【短期大学】西九州大学短期大学部２／
佐賀女子短大６／その他の私立短大６
【その他】文科省外大学校５／好生館看
護学院８／嬉野医療センター附属看護
学校５／その他専門学校１８／就職（公
務員）８

【体育部】
１.陸上
○第61回国見台陸上競技選手権大会／
女子個人　女子走高跳　優勝　米田七
海
○第80回佐賀県陸上競技選手権大会／
女子個人　女子走高跳　第２位　米田
七海
○第63回佐賀県高等学校総合体育大会
陸上競技／男子個人　男子400ｍ　第３
位　岩本成晃
○第63回唐津市相知ロードレース大会／男
子個人　５km高校生男子第１位　１７分
４３秒　家永　匠／５km高校生男子　第
１位　家永　匠
２．卓球
○佐賀県高等学校選抜卓球大会／女子
個人　女子シングルス　第３位　古里
菜穂
３.少林寺拳法
○第４３回佐賀県高等学校総合体育大会
少林寺拳法競技／男子その他　第２位　
原田裕基／男子その他　第２位　馬場
悠成
○第１３回全九州高等学校少林寺拳法大
会／男子その他　第２位　原田裕基／
男子その他　第２位　馬場悠成
○模範競技者賞／個人　原田裕基
４.柔道
○第63回佐賀県高等学校総合体育大会
柔道競技／女子団体　３位／女子個人　
優勝（７８㎏級）　秀瀨あゆな／女子個

人　２位（７０㎏級）　野口結生／女子個
人　３位（５２㎏級）　福田まみ／女子個
人　３位（７０㎏級）　石隈友葉
○令和7年度佐賀県高等学校新人体育
大会柔道競技大会／女子団体　第３位
／女子個人　優勝　前田芽依／女子個
人　３位　久原　凛／女子個人　３位　
髙木　凪
○第４８回全国高等学校柔道選手権佐賀
県大会／個人　優勝　前田芽依

５.剣道
○令和７年度第５９回佐賀県高等学校春
季剣道大会／男子団体　２位
○令和７年度第３１回黒木旗高等学校剣
道大会／女子団体　３位
○第63回佐賀県高等学校総合体育大会
剣道競技／男子団体　３位／女子個人　
２位　野口きらら
○第７９回国民スポーツ大会／男子団体　
第４位
○令和７年度佐賀県高等学校新人剣道
大会剣道競技大会／男子団体　第３位
／女子団体　第３位／男子個人　第３
位　古賀飛輝／女子個人　第３位　諸
岡史歩
○第３５回全国高等学校学校剣道選抜大
会県予選会／男子団体　第３位／女子
団体　第３位
○片山旗争奪剣道大会／男子団体　第
３位
○第３５回全国高等学校学校剣道選抜大
会県予選会／女子団体　第３位
６.弓道
○令和７年度国民スポーツ大会弓道競
技選手選考会／女子個人　第２位　宗
田瑞蒼来
○令和７年度佐賀県弓道学年別大会２
年の部／男子団体　３位／女子団体　
２位／女子個人　２位　田渕櫻和
○第７０回多久市民スポーツ大会　弓道競
技遠的／女子個人　優秀選手賞　田渕
櫻和
○第７１回多久市民スポーツ大会　弓道競
技近的／高校生の部　男子個人　準優
勝　吉岡歩夢
７.バドミントン
○第63回佐賀県高等学校総合体育大会
バドミントン競技／女子団体　第２位
○令和７年度佐賀県高等学校新人バド
ミントン競技大会／女子団体　第３位

【文化部】
１.放送
○第７２回NHK杯高校放送コンテスト佐
賀県大会／女子個人　奨励賞　木下汐
音／女子個人　奨励賞　蘭　琴羽
○第49回佐賀県高校放送コンテスト／
個人　優良賞　牛島彩葉／個人　奨励
賞　秋永乃愛／個人　奨励賞　兵動黎
汰
○第２６回アバンセ杯放送コンクール／
奨励賞　牛島彩葉／優良賞　兵動黎汰
２.美術
○第78回佐賀県高等学校スケッチ大会
／女子　特選　田中沙依／準特選　古

江憧子
○第37回佐賀県高等学校総合文化祭美
術・工芸展／デザイン部門　特選　阿
久津心渚／デザイン部門　準特選　常
森彩那
３.吹奏楽・合唱
○第66回佐賀県吹奏楽大会／団体　Ａ
パート銀賞
○第51回佐賀県吹奏楽アンサンブルコン
テスト／団体　クラリネット四重奏　金
賞
○第49回佐賀県高等学校音楽コンクール
木管楽器部門／個人　銀賞　八田怜音
○第49回佐賀県高等学校音楽コンクール
打楽器部門／個人　銀賞　山本詩織
４.書道
○第３３回佐賀県書道展／新人賞　上瀧
正晃
○第７７回佐賀県高等学校席書大会／特
選（創作の部）　上瀧正晃／特選（創
作の部）　毛利愛菜／特選（創作の部）　
田中陽菜／特選（創作の部）　川内和奏
／特選（臨書の部）　落合未結／特選（臨
書の部）　深川結愛／特選（臨書の部）　
山口莉奈／特選（臨書の部）　久保碧唯
／特選（臨書の部）　北川夢稀／特選（臨
書の部）　大久保沙耶／特選（臨書の部）　
岸川　凜／特選（臨書の部）　小栁ひな
た
○第９回全九州総合文化祭書道部門席
上揮毫大会／第３席　上瀧正晃
○第４９回佐賀県書作家協会展／書作家
協会賞　古賀美智
○第50回佐賀県高等学校臨書大会／特
選　山口莉奈／特選　久保碧唯／特選　
大久保沙耶／特選　深川結愛／特選　
永廣芽愛／特選　北川夢稀／特選　小
栁ひなた／特選　渕上琉菜／特選　土
橋優香
○第３０回全国高等学校書道コンクール
／準大賞　北川夢稀／準大賞　大久保
沙耶／準大賞　岸川　凜／全日本高等
学校書道教育研究会賞　落合未結／全
日本高等学校書道教育研究会賞　山口
莉奈／全日本高等学校書道教育研究会
賞　深川結愛／全日本高等学校書道教
育研究会賞　小栁ひなた
○第37回佐賀県高等学校総合文化祭書
道展／特選　深川結愛／特選　北川夢
稀／特選　次年度九州大会出場　山口
莉奈／特選　岸川　凜／特選　渕上琉
菜／特選　土橋優香
○第41回高円宮杯日本武道館書写書道
大展覧会／日本武道館賞　山口莉奈／
日本武道館賞　深川結愛／日本武道館
賞　上瀧正晃／日本武道館賞　川口倫
奈
○第24回全国書道展／佐賀県教育委員
会教育長賞　上瀧正晃／書道展賞　秀
島　凛

【その他】
○第49回佐賀県高等学校音楽コンクー
ルピアノ部門／個人　金賞　江里陽花
○九州大学ジュニア・アクセシビリ
ティ・ピアサポーター／認定証　常陸　
蘭
○第71回青少年読書感想文コンクール
県審査／優良賞　上瀧正晃
○第69回西日本読書感想画コンクール
／特選　多久島愛唯
○第61回新春読書感想文コンクール県
審査／佐賀県知事賞　永廣芽愛／優秀
賞　吉田さくら

合格状況　　（　）内は過年度卒

部活動の成績

合格だ！優勝だ！ 令和７年度学業報告・部活動の成績
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（旧制中42）

於 保 實 美

（高校７）

上村（羽島）満子

森 永 英 彦

和田（浜口）茂則

（高校８）

金子（日出島）京子

公文（田代）益子

西 山 俊 幸

南川（田中）美登里

（高校９）

上 坂 義 重

匿名希望　１人

（高校10）

稲 富 　 饒

大 石 　 太

岡 本 壽 夫

岸 川 英 俊

黒 岩 　 弘

古 賀 政 利

定松（佐々木）和代

志 波 保 彦

田 中 嘉 典

西岡（香田）敏子

藤 谷 　 顕

松 枝 修 三

松本（深川）リエ子

水 田 　 要

牟田口　博　司

（高校11）

井 上 通 正

倉 永 寿 子

末田（下村）順子

関（ 鍵 山 ）鈴 子

野 口 武 男

久 本 哲 義

真 子 輝 雄

（高校12）

井 手 良 祐

大 島 文 雄

鬼 塚 重 則

岸川（本村）暢子

永山（北島）矢枝子

林 　 義 人

平野（村口）多喜子

（高校13）

明 石 信 子

坂 口 捷 哉

田島（深川）仁子

中 尾 久 司

永 山 重 隆

樋 口 秀 利

古 川 秀 満

古川（永野）悠紀

（高校14）

岩 崎 淳 子

太田（鈴木）節子

平 　 美 紀

德 勝 秀 俊

橋 口 邦 紘

服 巻 鳩 夫

福島（真子）治枝

（高校15）

石 本 勝 昭

板 垣（ 牛 丸 ）修

大 坪 睦 典

久保（荒木）富子

七 田 義 孝

陣 内 由 晴

田中（音成）和子

永 尾 　 薫

中島（北村）要子

真 島 照 男

持永（真子）正彦

吉 原 国 康

（高校16）

岡 田 史 一

古 賀 紀 昭

髙 木 靖 哉

（高校17）

石 井 保 葊

大浦（小川）橿子

小 原 鶴 子

金　子　津奈男

田 中 善 吾

松 尾 剛 之

山 内 敏 博

山 下 拓 治

吉　田　紘二郎

（高校18）

今 泉 美 土

大 坪 正 明

野田（木塚）ひとみ

古 舘 　 豊

松 尾 啓 一

松 瀬 初 男

水田（平川）瑞子

村 山 龍 彦

吉次（豆田）悦夫

（高校19）

陣 内 良 行

角 田 政 芳

堤　　　成太郎

百武（水田）好光

松口（森永）鈴子

峯 　 康 則

村 上 　 徹

森永（立石）都和子

匿名希望　１人

（高校20）

江 口 幹 郎

大原（名尾）かおる

岡 田 修 三

川𠩤田　徳　治

岸　川　宗一郎

北 島 和 道

北 島 高 美

早 田 光 孝

竹浦（伊東）ひろ子

寺山（桜井）まゆみ

南 里 一 夫

南 里 種 司

原田（野口）京子

藤 川 秀 行

本 村 光 節

盛口（山本）紀文

吉 本 祥 二

（高校21）

阿部（天ケ瀬）眞紀子

江口（北島）八千代

大 野 典 博

小野（小柳）信子

久須美　達　郎

鈴 山 康 信

田 原 泰 明

中村（一ノ瀬）津多子

本 村 　 豊

山北（川内丸）郁子

（高校22）

大 坪 則 文

大 家 保 幸

金 田 昌 博

熊 井 隆 光

宮 崎 公 彦

（ 野 口 一 三 ）

（高校23）

柴田（塚原）春美

永 渕（ 原 ）幸 子

南 里 信 幸

（高校24）

古 賀 正 人

南里（安永）純子

西 村 　 直

藤 本 富 男

森（ 土 井 ）数 子

森 永 　 茂

（高校25）

平安寺　　　徹

三 根 英 樹

（高校26）

内 海 唯 史

川 副 春 海

楠 田 和 彦

田 中 伸 子

橋本（笹川）秀子

福田（鷲頭）智恵子

藤（大野）きみ子

（ 伊 原 逸 子 ）

（高校27）

永田（林田）由美

野　田　由紀子

馬 場 智 子

福 山 英 美

水 田 勝 久

宮崎（永橋）令子

𠮷 谷 和 敏

（高校28）

鮎川（光岡）正博

井手（鶴）美保子

岡 本 秀 実

北 島 哲 己

坂 本（ 肥 山 ）瞳

武田（山田）郁子

寺西（井手）秀佳

西（ 諸 泉 ）英 子

平川（大橋）秀子

（高校29）

井手（音成）真喜子

押 方 　 守

土 橋 敬 治

冨永（安藤）陽子

野 口 友 親

雪 竹 　 稔

（高校30）

中島（大峰）聡子

永渕（花島）眞智子

吉 谷 　 弘

（高校31）

卯野木　隆　宏

中村（田中）貴代香

松 瀬 　 弘

（高校32）

江里口　忠　征

大 坪 敏 郎

（高校33）

中 島 信 哉

（高校36）

東出（真島）早苗

（高校38）

野 田 益 弘

野 中 和 光

（高校39）

東 島 純 一

（高校40）

飯盛（古賀）裕美

（高校41）

飯 盛 宏 徳

森 永 健 一

山﨑（黒岩）史子

（高校43）

熊 本 　 仁

濱 村 宜 弘

松 本 智 弘

（高校44）

笠 原 昌 紀

橋 本 　 敏

（高校45）

野方（山﨑）眞智子

松 尾 幸 樹

（高校51）

川 頭 裕 樹

（高校52）

小副川　功　二

（高校55）

野 中 正 也

嶺 川 敬 亮

（定時本校２）

中 尾 和 弘

（定時本校11）

藤 尾 成 能

令和７年度会員寄付金の卒業回期別寄付者一覧（敬称略）

　会員の皆さまには、日ごろから黄城会の円滑な運営に対しご理解と
ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、当会は「会員相互の親睦を図り、同時に小城高等学校の発展
に寄与すること」を目的にした事業を行っておりますが、黄城教育会
館の維持管理及び将来の改修費用並びに育英奨学金資金の確保のため
にご寄付をいただきました。心から感謝申し上げます。

　ご協力いただいた寄付金につきましては、お願いした趣旨にのっと
り有効に活用させていただきます。
　ここに感謝の意を込めてご尊名を掲載させていただきました。また、
この会員寄付金は、今後も継続して計画させていただきますので、な
にとぞご協力賜りますようお願いいたします。
� 小城高等学校同窓会　黄城会会長
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　平素より黄城会の活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　このたび、理事・監事会での協議の結果、個人情報保護の観点から、今後の会報における物故者名の掲載を取りやめることと
なりました。
　なお、会報への掲載は行いませんが、名簿の変更等につきましては、これまでどおり黄城会事務局までご連絡くださいますよ
うお願い申し上げます。
　皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　ここ数年の会費納入の減少により黄城会財務が厳しい状況が続いており、経費削減の一環として来年度から会報発送を変更い
たします。
　90歳以上の方と、会費納入していただいた方への発送となります。大変申し訳ありませんが、ご理解のほど宜しくお願いします。
� 黄城会事務局長　平安寺　徹

物故者掲載の取り扱いにつきまして

来年度会報発送のお知らせ

支部役員一覧
［関東支部］

△

支部長＝村上徹（高１９）

△

副支部長＝井手勇人（高３１）

△

幹事
長＝井上勇次（高２１）

△

副幹事長＝於
保啓子（高３０）

△

事務局長＝川副隆之（高
３２）
［中京支部］

△

支部長＝力武勉（高１７）

△

副支部長＝梅谷雅和（高１７）

△

副支
部長＝中嶋桂子（高２５）

△

副支部長＝
手塚信行（高１９）

△

事務局長＝堤淳（高
４０）

△

事務局次長＝吉田了（高４３）

△
会計＝真子博行（高３９）
［関西支部］

△

支部長＝南里種司（高
２０）

△

副支部長＝新田安典（高２２）

△

副支部長＝村岡敏幸（高２6）
△

事務局

長＝岡本正史（高２７）

△

事務局次長兼
会計＝尾形茂（高２9）

△
会計監査＝中

島紹憲（高２8）
［長崎支部］

△

支部長＝中村嘉孝（高
１８）

△

事務局長＝大石太（高１０）
［福岡支部］

△
支部長＝堺八千代（高

２５）

△

副支部長＝古賀省吾（高２６）

△

幹事長＝音成芳和（高３６）

△

副幹事長
＝小林佐登子（高３３）

△

副幹事長＝陣
内晋作（高３８）
［佐賀支部］

△

支部長＝徳久英二（高
２２）

△

副支部長＝金丸盛登（高９）

△

副支部長＝中島栄子（高１７）

△

副支部
長＝西山大作（高２６）

△

事務局長＝川

内野寿氏（高３０）
［唐津支部］

△

支部長＝鮎川正博（高
２８）

△

副支部長＝永渕明則（高１６）

△

事務局長＝濱村宜弘（高４３）
［多久支部］

△

支部長＝古賀通雄（高
２３）

△

副支部長＝大塚恭子（高１９）

△

副支部長＝江口光幸（高２５）

△

幹事長
＝駄原博美（高２７）

△

事務局長＝川渕
理（高４６）
［県庁支部］

△

支部長＝井手宣拓（高
３９）

△

幹事長＝髙塚光明（高３９）

△

幹
事長＝轟木直（高39）

令和８年度黄城会役員一覧

△

会長＝古賀正人（高24）

△

副会長＝
徳久英二（高22）井手美保子（高28）
安永正（高31）

△

顧問＝山下康孝（校
長）石丸博（教頭）園田幸平（事務長）

△

理事＝川副富男（高５）佐々木昇三
（高７）大野雅央（高８）金丸盛登（高
９）牟田口博司（高１０）真子輝雄（高
１１）小栁平一郎（高１２）中尾久司（高
１３）青柳隆（高１４）七田義孝（高１５）

江里口勉（高16）松尾剛之（高１７）村
山龍彦（高１８）江口武（高１９）野田豊
秋（高２０）坂井正徳（高２１）坂井一彌（高
２２）江里口秀次（高23）中山章（高２５）
川副春海（高２６）横尾俊彦（高２７）岡
正幸（高３０）伊東猛彦（高３２）水田信（高
３３）松尾直人（高３５）西岡聖師（高３６）
梶原聖司（高３７）北島清孝（高３８）香
川弘行（高３９）髙塚誠（高４０）森永健

一（高４１）野田一彦（高４２）西田亮（高
４３）渕上史貴（高４４）德重隆仁（高４５）
吉次篤司（高４６）梶原泰宏（高４７）田
中雅久（高４８）上瀧賢治（高４９）副島
剛（高５０）木下直登（高51）音成信介（高
52）

△

監事＝秋野和之（高２８）雪竹稔（高
２９）真崎俊夫（高３４）

△

事務局長＝平
安寺徹（高25）

△

庶務＝千綿真由美

△

会計＝馬場智子（高27）

一般寄付金　⃝前小城高校長　高尾和範様　　　　 １０,０００円
　　　　　　⃝高校30回生一同様　　　　　　　　　２,6００円
　　　　　　⃝高校40回生一同様　　　　　　　　　２,１００円
　　　　　　⃝高校2７回生一同様（卒業50周年）　　５０,０００円
　　　　　　⃝高校２回　故鶴修三様　　　　　　 １０,０００円
　　　　　　⃝高校５回　故南里千枝子様　　　　 １０,０００円
　　　　　　⃝高校２４回　故馬場亨様　　　　　　 １０,０００円

（令和７年４月〜令和８年３月）
寄　　　付

ご寄付いただきありがとうございました。
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事務局事務局通信 佐賀県立小城高等学校　黄城会事務局
〒 ８４５ － ０００１　佐賀県小城市小城町 １７６ 番地　TEL・FAX（０９５２）７２ － ７１２８
E-mail：ojyokai@galaxy.ocn.ne.jp　URL：http://www.ojyokai.org/

令和８年度　支部総会予定日
予定の変更があれば、その都度黄城会のホームページに掲載しますのでご確認ください。

支部名 予定日 氏名 電話 支部名 予定日 氏名 電話

関東 令和８年
８／30（日）

支部長� （高19）
村上　　徹 090-3084-6866

県庁 未定
幹事長� （高39）
髙塚　光明

唐津土木事務所
955-73-2861

中京 令和８年
９／19（土）

事務局長�（高40）
堤　　　淳 090-1728-1894 幹事長� （高39）

轟木　　直
佐賀土木事務所
0952-24-4348

関西 令和８年
９／20（日）

事務局長�（高27）
岡本　正史 090-1021-4271 長崎 令和８年

10／18（日）
事務局長�（高10）
大石　　太 090-6774-1144

福岡 令和８年
10／24（土）

副支部長�（高26）
古賀　省吾 090-8669-4023 唐津 令和９年

２／７（日）
事務局長�（高43）
濱村　宜弘 080-1725-4591

佐賀 令和８年
11／８（日）

事務局長�（高30）
川内野寿氏 090-8410-1054 多久 令和９年

２／14（日）
事務局長�（高46）
川渕　　理 090-1083-5846

お知らせ

「会費」及び「会員寄付金」納入のお願い
　記

会費のご案内
※�終身会費納入済みの方､ ５年会費納入済みの方で５年経っていない方及び今年度

に会費を納入されている方を除きます｡

会員寄付金のご案内
※�今年度に会員寄付金を納入されてい

る方を除きます｡
①会費の区分
１年会費　２千円　　５年会費　１万円　　終身会費　５万円

②会費の振込金融機関
１年会費（２千円）は、最寄りの『ゆうちょ銀行（郵便局）又はコンビニ』
から振り込みをお願いします。
５年会費（１万円）又は終身会費（５万円）を振り込んでいただけると
きは、振込金額を訂正していただいたうえで『ゆうちょ銀行（郵便局）』
から振り込みをお願いします。

※�振込手数料は黄城会が負担します。
※�近隣にお住まいの方は、黄城会事務局に直接持参いただければ、経費の節約ができます。
※�『自動払い込み（口座振替）』にご協力いただける方には、手続きの書類を送らせ

ていただきますのでご連絡ください。

①�寄付の金額は任意でお願いしておりま
すので、ご寄付いただく金額をご記入
のうえ、『ゆうちょ銀行（郵便局）』から
振り込みをお願いします。

②�ご寄付いただいた方にはお礼状をお届
けするとともに、当年度の寄付者名を
翌年発行する会報誌上に掲載し、お礼
を申し上げさせていただきます。

※�振込手数料は黄城会が負担します。
※�近隣にお住まいの方は、黄城会事務局に

直接持参いただければ、経費の節約がで
きます。

「会費」及び「会員寄付金」の納入状況
【会　費】 【会員寄付金】

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
口　数 987口 937口 869口 口　数 241口 201口 197口
金　額 2,540,000円 2,626,000 2,154,000円 金　額 2,724,827円 2,765,000円 1,418,000円
『回期たより』回期たよりを作成された卒業回期の方に同封しています。ご覧ください。

 お知らせ   　 今後、黄城会の会報郵送をご希望されない場合は、お手数ですが下記にご連絡をお願いいたします。
　　　　　　　 電話　（0952）72-7128　　メール　ojyokai@galaxy.ocn.ne.jp

“小城高校×PICFA壁画プロジェクトへの御支援ありがとうございました！”
　小城高校の生徒が障害者就労支援B型事業所PICFAのアーティストの方々共に昇降口に巨
大壁画を描くプロジェクトに挑戦しました。
　本年６月に立ち上げたクラウドファンディングでは、２か月という短期間にも関わらず、
目標金額80万円を超える83万円もの御寄付をいただき、その他にも直接、寄付金を届けてく
ださった方もいらっしゃいました。
　夏真っ盛りの８月23日から８月27日にかけて、PICFAのアーティストの皆さんと本校生徒
200名以上による共同制作を行い、11月16日には、佐賀県副知事・引馬誠也様、佐賀県教育

委員会教育長・甲斐直美様、小城市長・南里隆様、小城市教
育委員会教育長・大野敬一郎様など多くの来賓の皆様に御臨
席いただき、完成した壁画の披露会を開催することができました。完成した壁画は「オギノ
キボウ」と題し、「共に生きる社会への願い」を表すシンボルとなり、地域の皆様に多様性の
大切さを伝えるきっかけになることを関係者一同願っております。
　皆様からの温かい御支援に改めて深く感謝申し上げるとともに、皆様の御健康とますます
の御発展をお祈りいたします。� 佐賀県立小城高等学校　校長　山下　康孝
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